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１．習志野市第 2次男女共同参画基本計画の進捗状況の総括評価について 

本審議会委員で構成する「習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会（以下「事

業評価部会」という。）」を設置し、習志野市第 2 次男女共同参画基本計画（以下、「第 2

次計画」という。）に掲載された 135 事業のうち、「5 つの重点施策として掲げられた 40 事

業」に関する各事業担当課の評価シートに基づき 3 年間の取り組み内容やその実績、基

本目標及び課題の解決に向けての貢献度を確認し、評価を行った。 

また、本年度より、新たに市民や関係者、行政が共に、計画の理念や上位の目標を阻

む課題を共有し、未来に向けた現在の取り組み内容を見つめ直し、優れた取組みを創出

する「未来志向の評価」を取り入れ、事業評価部会と事業担当課との対話を実施した。 

重点施策（４０事業） 

◆ DV被害者が安心して相談できる体制づくり（9事業） 

◆ 市政における女性の参画促進（6事業） 

◆ 女性の視点を盛り込んだ防災・防犯対策の推進（5事業） 

◆ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進（5事業） 

◆ 男女共同参画の視点に立った子育て視点の充実（15事業） 

（１）重点施策に関する評価 

重点施策は 40 事業で、1 事業を複数の事業担当課が該当するものもあるため、細分

化すると 42件となる。この 42件の基本目標及び課題に対する 3年間の貢献度の内訳を

みると、「Ｓ 大いに貢献」は 12 件、「Ａ 貢献」は 28 件、「Ｂ あまり貢献できず」は 2 件、

「Ｃ 貢献できていない」は 0件となっていた。【図１】 

総合的な観点からは、3 年間の重点施策の各事業の取り組み内容とその貢献度につ

いては、概ね良好で、担当課は第 2 次計画の事業に真摯に取り組んでいることがうかが

えた。今後も習志野市第 2次男女共同参画基本計画（改訂版）（以下、「改訂第 2次計画」

という。）に基づき引き続き、着実に男女共同参画の推進に向けた取り組みを進めていく

ことを期待する。 

「Ｂ あまり貢献できず」の 2 件の内訳と貢献できなかった理由は【表 1】のとおりである。

№62 と№82 の 2 件については、改訂計画おいて、担当課で効果的な実施方法を引き続

き検討し、推進することが望ましい。 

この他、審議会等の女性委員については、平成 28年度の比率は 29.7%と増えてきてお

り、審議会等における女性委員の登用について配慮されてきていることが伺えた。しかし、

女性委員の割合が低い審議会等もあり、また、女性委員の登用がない審議会等もあるこ

とから、今後も積極的な女性委員の登用に向けた更なる推進が望まれる。 
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【表１】担当課評価シートで「Ｂ あまり貢献できず」とした理由 

基本目標 
課題 

取り組み内容 
あまり貢献 

できなかった理由 事業名 

Ⅱあらゆる

分野への

参画と活動 

課題１  政策・方針

決定における女性

の参画 

男女共同参画の視点を

持った人材情報を整備

し、活用します。 

リストは 3 年毎に整備している

が、平成 28 年度は更新を実施

していない。 

また、平成 26 年度は 2 名、 

1課の提供実績があるが、平成

27・28 年度においては提供実

績がない。 

平成26年度リスト登録者：32人 

【男女共同参画センター】 

№62 男女共同参画

の視点を持った人材

情報・人材リストの

整備提供 

Ⅲ家庭生

活と社会生

活の両立 

課題１  働く場にお

ける男女平等の推

進 

「ワーク・ライフ・バラン

ス研修」を全職員対象

に引き続き実施すると

ともに、出産、育児、介

護に関する制度につい

てキャビネットに掲示

し、周知徹底を図りま

す。 

ワーク・ライフ・バランス研修の

実施をしたが、長時間労働の

是正や有給休暇の取得日数の

向上等の全庁的な効果には至

っていない。 

また、出産、育児、介護等の

諸制度については、周知が進

んでおり取得者は増えている。 

 【人事課】 

№82 市職員へのワ

ーク・ライフ・バラン

スの普及・啓発 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合  計 

男女共同参画の視点に 

立った子育て視点の充実 

ワーク・ライフ・バランス 

(仕事と生活の調和)の推進 

女性の視点を盛り込んだ 

防災・防犯対策の促進 

市政における女性の参画促進 

ＤＶ被害者が安心して 

相談できる体制づくり 

【図１】 重点施策別の進捗状況（平成26年度～平成28年度） 

S大いに貢献 A貢献 Bあまり貢献できず C貢献できていない 

2件・12.5% 

14件・87.5% 

1件・20% 3件・60% 1件・20% 

2件･40% 3件･60% 

4件･57.1% 2件･28.6% 

1件･14.3% 

3件･33.3% 6件･66.7% 

12件･28.6% 28件･66.6% 

2件･4.8% 
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（２）事業担当課との対話（未来志向の評価）について 

事業評価部会と事業担当課との対話は、上位の理念や目標に向かって問題意識を共

有し、より良い取り組みを創出することを目的に実施した。また、事業担当課と対話で得

た具体的な事業内容・連携方法・課題等については、次期計画策定の際に反映させる仕

組みを確保し、より一層男女共同参画の推進を図るため、効率的、効果的な取り組みを

計画に盛り込む必要がある。 

本年度は、「基本目標Ⅲ 家庭生活と社会生活の両立」の重点施策「男女共同参画の

視点に立った子育て支援の充実」の事業担当課である契約検査課・健康支援課・こども

保育課・子育て支援課・児童育成課の 5課と事業評価部会委員が一堂に会して、特に力

を入れたところや他課との連携、ニーズの把握等について意見交換を行った。 

 ①第 2次計画の取り組み事業について 

上記各課においては、男女共同参画の視点に立った子育て支援の充実に向け、「子

育て支援拠点での男性の参加促進」では日程の設定や情報提供などに工夫を凝らし、

着実に事業に取り組んでいる。また、保護者等のニーズを把握し、ニーズに応じて事業

の見直しを行っている。 

 ②ニーズの把握について 

ニーズの把握については、対象者に応じて、無作為による意識調査や利用者等に対

するアンケート、聞き取り、ヒアリングなどを実施し、把握しており、各課の計画や取り組

み事業に反映されている。こども部が策定している子ども・子育て支援事業計画のニー

ズ調査では母子保健の視点も含めた調査を行っており、部を越えた連携が図られてい

る。 

   計画を推進していく上では、事業評価と共に事前と事後のニーズの把握が必要となる

が時間とエネルギーがかかる。各計画でその目的や対象者が異なり、調査を一元的に

行うことは難しいところだが、目的や対象者が一致する事業であれば連携を図ることで、

より詳細なニーズ把握ができると思われる。 

   また、調査方法については、スマートフォン、ツイッターなど手元で手軽に操作できる

機器を視野に入れた調査をしていく必要があるとの意見があり、今後は調査対象者に応

じた効率的な方法を検討し、取り入れていく必要がある。 

③他課との連携について 

子育て支援関係課の連携は図られており、健康福祉部が担当の母子健康手帳交付

窓口をこども部に設けるなど、出産、子育ての切れ目のない支援を行っている。 

   他部との連携は難しい部分があるが、部をまたいでのプロジェクトの実施や事務担当

者レベルが顔と顔を合わせて他課との橋渡しをすることで難しさの解消につながるなど

の意見があった。今後も部を越えた連携が図れるよう、この対話を各事業担当課の連携
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を深める場としても活用していくとともに、連携の支援を男女共同参画センターが行う必

要がある。 

   また、次期計画においては、各事業担当課の取り組み事業を精査し、連携により取り

組みが加速する事業について検討していく。 

④今後の対話について 

   今回の対話では、行政と審議会という立場の違いから、なかなか対話という形になり

づらい点もあったが、評価シートでは見えない事業担当課の取り組みについて知る良い

機会となった。 

   今後は、今回の対話に参加した事業評価部会委員および事業担当課から対話に対す

る意見を吸い上げ、審議会において、より良い取り組みを創出するための対話の仕組み

について検討していく。 

   市民や関係者、行政が同じ目線に立ち、多様な視点からの対話を継続していくことで、

協働による優れた取組みの創出や改善へとつながることを期待する。 

    

 

２．その他（審議会からの提案） 

（１）計画の推進状況を複数年度で捉えた評価の視点を取り入れること 

計画の推進状況は、基本的に単年度での評価を行っている。しかし、男女共同参画の

取り組みは、単年度で大きく効果が表れるものと、複数年度にわたって取り組みの成果

を検証し、改善を図るものがあることから、しっかりとＰＤＣＡサイクルが回るよう短期で評

価できる事業と中長期での評価が妥当である事業とを仕分けし、評価を行うことを提案

する。 

 



H26年度 H27年度 H28年度

基本目標

課題

施策の方向

1
男女共同参画の視点を含んだ人権啓発機会の提供
回数

年2回 年17回 年20回 年11回 社会福祉課

2
商工会議所等に向けたセクシュアル・ハラスメント等防
止に向けた啓発機会の提供回数

年2回 年2回 年12回 年12回 男女共同参画センター

2
商工会議所等に向けたセクシュアル・ハラスメント等防
止に向けた啓発機会の提供回数

年2回以上 年1回 年1回 年1回 産業振興課

2
セクシュアル・ハラスメント等防止に向けた研修等の啓
発機会提供回数

年1回以上 年23回 年17回 年16回 学校教育課

2
セクシュアル・ハラスメント等防止に向けた研修等の啓
発機会提供回数

年1回以上 年1回 年2回 年2回 人事課

3
男女共同参画に関連するメディア・リテラシーについて
の講座の開催

隔年開催 なし 年2回 なし 公民館

課題

施策の方向

8 児童虐待・DV防止への啓発回数 年1回以上 年1回 年4回 年4回 子育て支援課

12 相談員のDV研修等の参加回数 年2回以上 11回 13回 13回 子育て支援課

12 相談員のDV研修等実施回数 年1回 年1回 年1回 年1回 総合教育センター

23 「アクティブならしの」の登録件数 年20件 年26件 － － 産業振興課

課題

施策の方向

31
男女平等教育に関する内容を盛り込んだ研修の実施
回数

年3回 年3回 年3回 年3回 こども保育課

41
教職員に対する男女共同参画に関する研修等参加回
数

年3回 年3回 年2回 年3回 指導課

44 事業所等の男女共同参画に関する研修等開催回数 年1回以上 年1回 年2回 年1回 産業振興課

45 男女共同参画に関連する講座実施回数
各公民館で年1回以
上

7回 8回 7回 公民館

課題

施策の方向

49 情報紙の発行回数 年3回 年3回 年3回 年3回 男女共同参画センター

49 情報紙の発行部数
１回につき
16,000部

1回につき13,000部
（発行・配布）

1回につき13,000部及び
15,000部

1回につき13,000部及び
15,000部

男女共同参画センター

50
男女共同参画週間に合わせた市民との協働による講
演会等の実施

年1回 年1回 年1回 年１回 男女共同参画センター

51 ホームページ等による啓発 年10回 年26回
（広報習志野・市ＨＰ）

年29回 年38回 男女共同参画センター

52 男女共同参画に関するパンフレット等の発行 3年に一度
発行年度外のため

実績なし
発行なし 発行なし 男女共同参画センター

53 市職員対象の男女共同参画に関する研修の実施 年1回以上 年2回 年2回 年2回 人事課

55 市職員への啓発回数 年3回 年9回 年10回 年8回 男女共同参画センター

56 講座、イベントの開催回数 年3回以上 年4回 年5回 年5回 男女共同参画センター

58
男女共同参画センター内図書情報コーナーの図書蔵
書数

1,000冊 976冊（28冊増） 998冊(22冊増） 1,025冊（27冊増） 男女共同参画センター

60
市民及び事業所に対する男女共同参画に関する意識
調査の実施

現計画中に1回
平成30年度に
実施予定

1回
平成30年度に
実施予定

男女共同参画センター

基本目標

課題

施策の方向

61 市の審議会等委員における男女比率
どちらかの性が
40%以上60％以下

女性28.2％ 女性26.8％ 女性29.7％
総務課

男女共同参画センター

67
事業所に対する千葉県男女共同参画推進事業所表
彰制度についての周知

年1回以上 年1回 年1回 年1回 産業振興課

課題

施策の方向

74 市内全域の防犯パトロール 月1回以上 月平均1.25回 月平均1.25回 月平均約1.3回 防犯安全課

習志野市第2次男女共同参画基本計画指標実績一覧　

習志野市の動向

性による差別と人権侵害のない社会づくり

人権侵害のない環境の醸成　・　メディアのあり方や制度・慣行の見直し

Ⅰ　人権の尊重

事業NO　
等

指標項目
目標数値

（計画策定時）
担当課

実　　績

Ⅱ　あらゆる分野への参画と活動

政策・方針決定における女性の参画

市政における女性の参画促進【重点施策】

女性と男性の間に生じる暴力（DV)の防止と対応

ＤＶ防止のための広報・啓発　・　ＤＶ被害者への生活再建に向けた支援

男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

就学前における男女平等教育の推進・学校における男女平等教育の推進
家庭、地域、職場における男女平等教育・学習の推進

男女平等の意識づくり

男女平等推進のための意識啓発・男女平等推進のための情報収集と調査研究

まちづくりにおける男女共同参画

女性の視点を盛り込んだ防災・防犯対策の促進【重点施策】

 5



H26年度 H27年度 H28年度

習志野市の動向

事業NO　
等

指標項目
目標数値

（計画策定時）
担当課

実　　績

基本目標

課題

施策の方向

80 市民に対する啓発等実施回数 年1回 年4回 年2回 年2回 男女共同参画センター

81 市内事業所に対する啓発等実施回数 年1回以上 年1回 年2回 年2回 産業振興課

82 ワーク・ライフ・バランス研修の実施 年1回 年2回 年2回 年2回 人事課

85
男女雇用機会均等法についての市内事業所への情
報提供回数

年1回以上 年1回 年1回 年1回 産業振興課

86 各事業所への啓発回数 年1回以上 年1回 年1回 年1回 産業振興課

88 家族経営協定締結数 10戸 7戸 8戸 8戸 産業振興課

89
自営業者に対する男女の経営参画についての研修、
啓発等回数

年1回以上 年1回 年2回 年1回 産業振興課

90 セミナーの開催 年1回以上 なし 年5回 年3回 産業振興課

課題

施策の方向

93 男性の家庭参画を促す講座等の実施 年1回以上 年1回 年1回 年1回 男女共同参画センター

93 男性の家庭参画を促す講座等の実施
各公民館で年１回以
上

7回 8回 12回 公民館

95 保育所所庭開放利用者数 施設毎１０％増 1,515人(15％減） 1,588人(5％増） 2,305人（45％増） こども保育課

95 子育てふれあい広場利用者数 施設毎１０％増 1,953人（3％減） 1,876人(4％減） 1,893人(1％増） こども保育課

98 ファミリー・サポート・センター登録会員数
前年度実績の
１０％増

2,536人(2.3％増） 2,596人(2.4％増） 2,736人(5.4％増） 子育て支援課

99 男女トイレのベビーチェアー等の設置 新庁舎各階のトイレ ― ― ― 契約検査課

105 男女共同参画に関する研修の実施 年1回以上 1回 1回 1回 児童育成課

基本目標

課題

施策の方向

115 養護教諭、保健主事の研修 年1回以上 年7回 年3回 年3回
指導課

(学校教育課）

基本目標

課題

施策の方向

125 登録団体連絡会及び研修会の開催 年2回 年2回 年2回 年1回 男女共同参画センター

129
男女共同参画センター利用者数
（市民協働インフォメーションルーム利用者を含む）

21,500人 21,716人 22,479人 22,536人 男女共同参画センター

130 推進庁内連絡会議の開催回数 年1回以上 年3回 年1回 年1回 男女共同参画センター

Ⅲ　家庭生活と社会生活の両立

Ⅴ　計画の推進

市民と行政のパートナーシップ

市民と行政との情報交換の推進・習志野市男女共同参画審議会の充実・庁内推進体制の連携強化

働く場における男女平等の推進

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進【重点施策】・雇用の分野における男女の機会均等、待遇改善の推進・
農業、自営業等における男女のパートナーシップの確立・女性の再チャレンジ支援

Ⅳ　生涯にわたる心身の健康維持

性差に配慮した健康への推進

健康に関するあらゆる分野の情報提供

互いに担う家庭・地域生活

固定的な性別役割分担意識の見直しの促進・男女共同参画の視点に立った子育て支援の充実【重点施策】・男女共同参画の視点に立った介護支援の充実
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基本
目標

課　　　題
重点施策

施策の方向
事業

№ 事業名 担当課

13 ＤＶ家庭の子どもへの支援 子育て支援課

14 ひとり親家庭への相談体制の充実、生活自立への支援 子育て支援課

15 関係機関との連携強化と、相談支援の充実 ひまわり発達相談センター

16 女性の生き方相談の充実 男女共同参画センター

17 男性相談についての事業化の検討 男女共同参画センター

18 配偶者暴力相談支援センターとしての機能充実についての研究 男女共同参画センター

19 健康相談事業の充実 健康支援課

20 高齢者へ情報提供と相談の充実 高齢者支援課

21 ＤＶに関する相談窓口の周知 男女共同参画センター

61 審議会等への女性委員の登用の推進 男女共同参画センター・総務課

62 男女共同参画の視点を持った人材情報・人材リストの整備提供 男女共同参画センター

63 政治的関心を高めるための常時啓発事業 選挙管理委員会

64 開かれた議会への取り組み 議会事務局

65 女性管理職の育成 人事課

66 能力向上、意識啓発のための各種研修への女性職員の参加促進 人事課

72 女性の視点を盛り込んだ防災計画づくり 危機管理課

73 女性の視点を盛り込んだ防災用品の整備 危機管理課

74 犯罪防止のための意識啓発 防犯安全課

75 防犯対策のための生活環境の整備 防犯安全課

76 地域防犯活動の推進 防犯安全課

80 市民へのワーク・ライフ・バランスの普及・啓発 男女共同参画センター

81 市内事業所へのワーク・ライフ・バランスの普及・啓発 産業振興課

82 市職員へのワーク・ライフ・バランスの普及・啓発 人事課

83 育児・介護休業制度の普及・啓発 産業振興課

84 仕事と子育ての両立に関する制度の活用・促進 こども政策課

95 男女が参加できる地域開放の充実 こども保育課

96 多様な働き方を支援するための保育の拡充 こども保育課

97 病児・病後児保育の周知 子育て支援課

98 ファミリー・サポート・センター事業等の充実 子育て支援課

99 乳幼児に配慮した公共施設の整備 契約検査課

100 子どもの医療費助成の充実 子育て支援課

101 保育所についての情報提供の充実 こども保育課

102 子育て支援拠点での男性の参加促進 子育て支援課・こども保育課

103 地域で支える子育ての機運の充実 子育て支援課

104 放課後児童会の充実 児童育成課

105 放課後児童会指導員への男女共同参画に関する研修の実施 児童育成課

106 男女共同参画の視点を含めた啓発誌・パンフレット等の発行 子育て支援課

107 子育て支援相談の充実 子育て支援課

108 育児に関する相談及び情報の提供 健康支援課

109 ひとり親家庭の生活自立への支援 子育て支援課

②ＤＶ被害者が安心して
　相談できる体制づくり
　　（9事業）

Ⅱ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
と
活
動

 １．政策・方針決定における
　　女性の参画

①市政における女性の
　 参画促進
　　（6事業）

【表2】習志野市第２次男女共同参画基本計画重点施策事業一覧

②女性の視点を盛り込んだ
　 防災・防犯対策の促進
　　　（5事業）

Ⅲ
　
家
庭
生
活
と
社
会
生
活
の
両
立

　１．働く場における男女平等
　　　の推進

①ワーク・ライフ・バランス
　（仕事と生活の調和）の推進
　　（5事業）

　２．互いに担い合う家庭・
　　　地域生活

 ②男女共同参画の視点にった
　　子育て支援の充実
　　　（15事業）

Ⅰ
　
人
権
の
尊
重

２．女性と男性の間に生じる暴
力（DV）の防止と対応

〈資 料〉 
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習志野市男女共同参画審議会委員名簿 

（◎：会長 ○：副会長) （平成 29年 4月 1 日現在）敬称略、50音順 

分野 氏 名 性別 所 属 等 

識

見

を

有

す

る

も

の 

1 赤城  裕 男 習志野市民生委員・児童委員 

2 ◎朝倉  暁生 男 東邦大学理学部生命圏環境科学科教授 

3 淺田  和子 女 習志野市人権擁護委員 

4 ○芦澤  直太郎 男 習志野商工会議所 副会頭 

5 井上  聡子 女 習志野市立秋津小学校長 

6 大谷  寛子 女 弁護士 

7 髙橋  勝 男 
習志野市連合町会連絡協議会副会長 

習志野商工会議所 副会頭 

8 田久保 浩一 男 習志野市建設協力会会長 

9 肥田  智子 女 男女共同参画推進団体Ｄｏｎｎａ Ｐｏｐｏｌｏ 

10 山川  美惠子 女 習志野市健康づくり推進委員 

公 

募 

11 伊藤  邦子 女 公募市民 

12 西内  幸雄 男 公募市民 

習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会 

（◎：部会長) （平成 29年 5月 26日現在）敬称略、50 音順 

氏 名 性別 所属等 

1 赤城  裕 男 団体推薦（習志野市民生委員・児童委員） 

2 朝倉 暁生 男 団体推薦（東邦大学） 

3 ◎ 井上 聡子 女 団体推薦（習志野市立小中学校長会） 

4 大谷 寛子 女 団体推薦（習志野法曹会） 

5 田久保 浩一 男 団体推薦（習志野市建設協力会） 

6 西内 幸雄 男 公募市民 

7 肥田 智子 女 
団体推薦 

(男女共同参画推進登録団体Ｄｏｎｎａ Ｐｏｐｏｌｏ） 
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習志野市第２次男女共同参画基本計画 平成 26年度～平成 28年度の 

進捗状況の総括評価の答申までの経過 

№ 会議名 作 業 内 容 

1 男女共同参画審議会（第 1回） 

 

平成 29年 5月 26日  

午前 9時～11時 

 

【諮問書提出】 

 習志野市第 2次男女共同参画基本計画 平成 26年度～平成 28

年度の進捗状況の総括評価について（諮問） 

 

【審議事項】 

１．習志野市第 2 次男女共同参画基本計画 平成 26 年度～平

成 28年度の進捗状況の総括評価について 

 ２．習志野市男女共同参画事業評価部会の委員の指名について 

 

【報告事項】 

１．習志野市第 2次男女共同参画基本計画（改訂版）策定に伴

い実施したパブリックコメントの意見について 

２．平成 29年度男女共同参画センター啓発事業について 

３．習志野市第 3次男女共同参画基本計画策定スケジュールに

ついて 

2 事業評価部会（第 1回） 

平成 29年 7月 7日  

午前 10時～12時 

【審議事項】 

 習志野市第 2 次男女共同参画基本計画 平成 26 年度～平成 28

年度の総括評価について 

3 事業評価部会（第 2回） 

平成 29年 8月 7日 

午前 10時～12時 

【審議事項】 

 １．習志野市第 2次男女共同参画基本計画の評価に係る対話 

 ２．習志野市第 2次男女共同参画基本計画 平成 26年度～平成

28年度の総括評価について 

4 男女共同参画審議会（第 2回） 

平成 29年 9月 26日 

午前 10時～12時 

【審議事項】 

１．平成 29 年度習志野市第 2 次男女共同参画基本計画（平成

26年度～平成 28年度）評価報告書（案）について 

２．習志野市男女共同参画に関する意識調査について 

 

【報告事項】 

平成 29 年度習志野市男女共同参画週間事業シンポジウムにつ

いて 

 


